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北
海
道
の
開
拓
を
支
え
た

港
町
・
小
樽

　

  

「
ぜ
ひ
、
こ
こ
か
ら
小
樽
市
街
を
見
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
」

　

標
高
５
３
２
ｍ
の
天
狗
山
山
頂
で
、

小
樽
鉄
道
建
設
所
の
羽
生
田
康
雄
所
長

が
言
っ
た
。
目
の
前
に
、
小
樽
市
街
と
日

本
海
が
広
が
っ
て
い
る
。

  

「
小
樽
は
、
明
治
以
来
北
海
道
開
拓
の

重
要
な
港
湾
で
、
交
通
と
物
流
の
要
衝

で
し
た
。
北
海
道
最
初
の
鉄
道
は
手
宮
・

札
幌
間
を
結
び
、
こ
こ
か
ら
も
そ
の
線
路

跡
が
見
え
て
い
ま
す
」

　

少
し
歩
い
て
、
東
側
の
第
三
展
望
台
に

移
動
す
る
と
、
眼
下
の
谷
に
オ
レ
ン
ジ
の

ネ
ッ
ト
で
囲
っ
た
一
角
が
見
え
た
。

  

「
新
小
樽
（
仮
称
）
と
呼
ん
で
い
る
新

駅
の
予
定
地
で
す
。
ま
だ
工
事
に
は
着
手

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
５
月
に
小
樽
市
へ
新

駅
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
作
成
を
依
頼

し
ま
し
た
。
１
年
を
め
ど
に
作
成
し
て
い

た
だ
き
、
そ
れ
を
元
に
当
機
構
で
複
数
の

デ
ザ
イ
ン
案
を
作
成
し
ま
す
」

　

北
海
道
新
幹
線
新
函
館
北
斗
・
札
幌

間
は
、
令
和
12
年
度
末
の
開
業
を
目
指

し
て
各
地
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

平
成
29
年
４
月
に
発
足
し
た
小
樽
鉄
道

建
設
所
は
、
余
市
町
か
ら
小
樽
市
を
経

て
札
幌
と
の
市
境
付
近
ま
で
、
22
・
０
㎞

固い岩盤を慎重に掘り進み
徐々に姿を現しつつある小樽の新幹線
北海道の産業と近代化を支えた小樽。
その小樽市の郊外で、北海道新幹線の建設工事が進行中だ。
山間の狭い土地を活用し、周辺環境への影響を最小限に抑えながら
着々と進むトンネル工事現場の現在を報告する。
文：栗原 景（フォトライター）　写真：丸山 達也、及川 修
※文はリモート取材により作成し、写真は函館市在住のカメラマンが担当いたしました。

小樽鉄道建設所北海道新幹線建設局

後志トンネル天神工区ヤード全景。
手前のトラックが停車している空き
地が新小樽駅（仮称）予定地だ
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天狗山山頂から一望する小樽市街。山頂から海岸までの４km弱に市街が集まっている

の
土
木
施
設
建
設
を
担
当
す
る
建
設
所

だ
。
現
在
担
当
の
５
工
区
は
全
て
ト
ン
ネ

ル
で
あ
る
。施
工
す
る
工
事
の
大
部
分
が
、

ト
ン
ネ
ル
建
設
で
あ
る
。
こ
の
春
か
ら
所

長
を
務
め
る
羽
生
田
所
長
は
埼
玉
県
出

身
。
九
州
新
幹
線
の
工
事
監
理
業
務
を

は
じ
め
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
技
術
検

討
業
務
、
大
阪
で
準
備
が
進
む
な
に
わ

筋
線
な
ど
都
市
鉄
道
の
基
礎
調
査
な
ど

や
、
鉄
道
建
設
に
関
わ
る
幅
広
い
業
務

を
手
掛
け
て
き
た
。

　

小
樽
鉄
道
建
設
所
は
、
後し
り
べ
し志
ト
ン
ネ
ル

（
一
部
）、
朝
里
ト
ン
ネ
ル
、
札さ
っ
そ
ん樽
ト
ン
ネ

ル
（一部
）
の
３
ト
ン
ネ
ル
を
５
工
区
に
分

け
て
担
当
し
て
い
る
。
現
在
は
４
工
区
で

ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事
が
進
行
中
だ
。
天

狗
山
か
ら
下
り
、
ま
ず
は
起
点
方
の
後

志
ト
ン
ネ
ル
塩
谷
工
区
に
向
か
っ
た
。

固
く
安
定
し
た
岩
盤
を

発
破
工
法
で
掘
り
進
む

　

道
道
９
５
６
号
の
交
差

点
か
ら
小
樽
市
道
を
経
て

林
道
に
入
り
、
塩
谷
川
に

沿
っ
て
林
道
を
約
２
㎞
進

ん
だ
奥
に
、
後
志
ト
ン
ネ

ル
塩
谷
工
区
の
斜
坑
入
口

が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
地
下

に
入
り
、
さ
ら
に
約
10
％

の
下
り
勾
配
を
約
２
㎞

■小樽鉄道建設所担当区間

 

函館

五稜郭

八雲
森

奥津軽
いまべつ駅

新青森駅

後志トンネル

木古内駅

建設中の路線
既開業路線

長万部駅
（仮称）

倶知安駅

新函館北斗駅
大沼

室蘭
新八雲駅
（仮称）

小樽鉄道建設所北海道新幹線建設局

土被りが最大 550ｍの後志トンネル塩谷工区では本坑までの斜坑も長い。手前が本坑、奥に伸びるトンネルが斜坑だ
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下
っ
た
と
こ
ろ
が
後
志
ト
ン
ネ
ル
の
本
坑

だ
。
全
長
17
・
99
㎞
の
ト
ン
ネ
ル
で
、
そ

の
う
ち
塩
谷
工
区
は
４
０
５
０ｍ
。
平
成

30
年
11
月
か
ら
斜
坑
の
掘
削
が
始
ま
り
、

令
和
３
年
９
月
現
在
、
本
坑
の
掘
削
が

１
１
５
６ｍ
ま
で
完
了
し
て
い
る
。

  

「
こ
の
辺
り
の
地
質
は
、マ
グ
マ
が
固
ま
っ

た
安
山
岩
を
中
心
と
す
る
堅
い
岩
で
で
き

て
い
ま
す
。
土
被
り
、
つ
ま
り
ト
ン
ネ
ル

天
端
か
ら
地
上
ま
で
の
距
離
は
最
大
約

５
５
０ｍ
あ
り
ま
す
。
安
定
し
た
地
盤
で

す
の
で
、
発
破
工
法
に
よ
る
補
助
ベ
ン
チ

付
き
全
断
面
工
法
で
掘
削
し
、
発
生
土

の
搬
出
に
つ
い
て
は
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
使

用
し
て
い
ま
す
」

　

羽
生
田
所
長
が
説
明
す
る
。
発
破
工

法
と
は
、
火
薬
を
使
っ
た
掘
削
方
法
だ
。

塩
谷
工
区
の
地
質
は
、
土
と
い
う
よ
り
は

岩
盤
に
近
い
。
機
械
に
よ
る
掘
削
は
難
し

い
た
め
、
ド
リ
ル
ジ
ャ
ン
ボ
と
呼
ば
れ
る

重
機
で
掘
削
の
最
前
面
で
あ
る
切
羽
に

削
孔
し
、
火
薬
を
装
填
し
て
岩
を
砕
く
。

発
破
は
振
動
や
音
を
伴
う
た
め
、
民
家

近
傍
で
は
火
薬
量
を
最
低
限
に
調
整
し
て

実
施
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
後
志
ト
ン
ネ
ル
で
は
全
断
面
を

一度
に
掘
削
す
る
全
断
面
工
法
を
採
用
し

て
お
り
、
ト
ン
ネ
ル
断
面
を
上
下
に
分
け

て
、
半
分
ず
つ
掘
削
す
る
ベ
ン
チ
カ
ッ
ト

工
法
に
比
べ
、
作
業
空
間
が
大
き
く
取

れ
大
型
機
械
を
効
率
的
に
使
用
で
き
る
。

地
質
が
極
め
て
良
好
な
場
合
に
用
い
ら
れ

る
工
法
で
、
発
破
工
法
と
組
み
合
わ
せ
て

使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
発
破
に
よ
っ
て

生
じ
た
発
生
土
は
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
で
坑

外
の
仮
置
き
場
に
搬
出
さ
れ
る
。

　

ト
ン
ネ
ル
内
に
立
つ
と
、
ト
ン
ネ
ル
断

面
の
様
子
が
奥
の
切
羽
付
近
と
手
前
で

異
な
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

　
「
塩
谷
工
区
の
地
盤
は
現
在
大
変
安
定

し
て
い
ま
す
が
、
余
市
町
と
小
樽
市
の
境

に
あ
た
る
こ
の
地
点
か
ら
地
質
が
変
わ
り

ま
す
。
今
後
は
地
山
の
圧
力
が
増
す
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
断
面
を
支
え
る

鋼
製
支
保
工
の
建
て
込
み
を
開
始
し
ま
し

た
」

　

鋼
製
支
保
工
は
ア
ー
チ
状
の
H
形
鋼

で
、
掘
削
し
た
壁
面
に
１
〜
１・２ｍ
間
隔

で
建
て
込
む
こ
と
で
地
山
を
支
保
す
る
。

次
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
吹
き
付
け
、
放
射

状
に
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
を
打
ち
込
む
こ
と
で

地
山
の
保
持
力
を
利
用
し
て
ト
ン
ネ
ル
を

支
え
る
。
こ
れ
を
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
工
法
と
い
い
、

現
代
の
山
岳
ト
ン
ネ
ル
で
は
標
準
的
な
工

法
だ
。
小
樽
鉄
道
建
設
所
が
担
当
す
る

ト
ン
ネ
ル
は
す
べ
て
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
工
法
を
採

用
し
て
い
る
。

　

塩
谷
工
区
か
ら
林
道
を
引
き
返
す
途

中
、
整
地
さ
れ
た
広
場
の
よ
う
な
場
所
に

立
ち
寄
っ
た
。

　
「
こ
こ
は
、
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
こ
と
で

発
生
す
る
対
策
土
の
受
入
地
で
す
」

　

小
樽
鉄
道
建
設
所
が
担
当
す
る
ト
ン

ネ
ル
か
ら
は
約
２
０
０
万
㎥
の
掘
削
土
が

発
生
す
る
見
込
み
だ
が
、
北
海
道
の
土
に

は
、一部
に
セ
レ
ン
、
砒
素
と
い
っ
た
自
然

由
来
の
重
金
属
等
を
微
量
に
含
む
も
の
が

あ
る
。
ト
ン
ネ
ル
発
生
土
お
よ
び
堅
硬
な

岩
は
環
境
省
が
定
め
る
土
壌
汚
染
対
策

法
の
適
用
対
象
で
は
な
い
が
、
鉄
道
・
運

輸
機
構
で
は
周
辺
環
境
に
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
国
土
交
通
省
の
「
建

設
工
事
に
お
け
る
自
然
由
来
重
金
属
含

有
岩
石
・
土
壌
へ
の
対
応
マ
ニュ
ア
ル
」
に

基
づ
き
、
対
応
策
を
第
三
者
委
員
会
で

の
審
議
・
検
討
を
踏
ま
え
決
定
し
て
い
る

の
だ
。
こ
こ
は
小
樽
市
が
用
意
し
た
土

地
で
、
今
後
９
万
㎥
の
対
策
土
を
受
け

入
れ
る
予
定
だ
。

北海道新幹線関連では、長万部駅や倶知安駅など駅整備
に関わる計画調整業務も担当してきた羽生田所長

9万㎥の対策土を受け入れる準備を進める受入地

地
質
の
状
況
に
合
わ
せ
て

最
適
な
施
工
方
法
を
選
択
す
る

　

続
い
て
同
じ
く
後
志
ト
ン
ネ
ル
の
天
神

工
区
へ
。
先
ほ
ど
ま
で
山
深
い
林
道
に
い

た
が
、
車
で
10
分
も
走
る
と
住
宅
街
に
出

た
。
天
神
工
区
は
後
志
ト
ン
ネ
ル
の一
番

終
点
の
方
の
工
区
で
、
延
長
は
４
４
７
５

ｍ
。
土
被
り
は
最
大
約
５
４
０ｍ
で
、
９

月
１
日
現
在
終
点
方
坑
口
か
ら
３
９
３ｍ

の
地
点
ま
で
掘
り
進
ん
で
い
る
。

　
「
こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
新
小

樽
駅
（
仮
称
）
で
す
。
先
ほ
ど
天
狗
山

か
ら
見
て
い
た
だ
い
た
駅
予
定
地
は
、
こ

の
工
区
の
作
業
ヤ
ー
ド
と
し
て
使
用
し
て

い
ま
す
。
住
宅
が
近
い
の
で
、
騒
音
対
策

に
も
十
分
配
慮
し
て
い
ま
す
」



小樽鉄道建設所北海道新幹線建設局

防水シート（手前の白い壁面）の張り付けに用い
られる FILM台車（塩谷工区）

発破工法を用いる後志ト
ンネルでは、ドリルジャン
ボで切羽に削孔し火薬を
装填する

17 鉄道・運輸機構だよりNo.71 2021 Autumn 
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天狗山からは新小樽駅
（仮称）予定地を見晴ら
せる。平成 30年には後
志自動車道が開通した

　
こ
こ
は
小
樽
市
郊
外
の
住
宅
地
で
、
作

業
ヤ
ー
ド
か
ら
民
家
ま
で
25
ｍ
し
か
な
い
。

坑
口
や
そ
の
周
辺
は
、
防
音
パ
ネ
ル
で
し
っ

か
り
囲
わ
れ
て
い
る
。

　

天
神
工
区
の
地
質
は
、
火
山
灰
を
主

成
分
と
し
た
火
山
礫
（
砂
よ
り
も
大
き
い

石
）
を
含
む
火
山
礫
凝
灰
岩
。
掘
削
方

法
は
塩
谷
工
区
と
同
様
、
発
破
工
法
に

よ
る
補
助
ベ
ン
チ
付
き
全
断
面
工
法
だ
。

　
「
住
宅
近
く
で
の
発
破
工
法
に
よ
る
作

業
と
な
り
ま
す
の
で
、
周
辺
環
境
へ
の
騒

音
や
振
動
な
ど
の
影
響
を
測
定
・
調
査
し

て
お
り
、
防
音
扉
も
設
置
し
て
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
な
い
よ
う
留
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
工
区
は
坑
口
か
ら
鋼

製
支
保
工
を
建
て
込
ん
で
掘
削
し
て
い
ま

す
」

　

切
羽
で
は
、
前
方
の
地
質
を
調
査
す

る
先
進
調
査
ボ
ー
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
い

た
。
自
然
由
来
の
重
金
属
が
ど
れ
だ
け

含
ま
れ
て
い
る
か
を
調
べ
る
た
め
の
工

程
で
、
約
１
０
０ｍ
先
ま
で
調
査
す
る
。

　

ト
ン
ネ
ル
外
の
作
業
ヤ
ー
ド
に
は
、
濁

水
処
理
施
設
が
あ
る
。
掘
削
に
よ
っ
て
発

生
し
た
水
に
は
泥
が
混
じ
る
た
め
、
こ
こ

で
環
境
基
準
を
満
た
す
水
質
に
処
理
し

て
川
に
流
す
。
処
理
水
を
利
用
し
た
池

も
あ
り
、
鯉
が
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
泳
い

切羽の周辺部から前方の地質を確認する先進調査ボーリング作業

で
い
た
。

  

「
池
は
、
施
工
を
行
う
Ｊ
Ｖ
（
建
設
企

業
共
同
体
）
が
準
備
し
た
も
の
で
、
処

理
水
の
水
質
を
確
認
す
る
意
味
も
あ
り

ま
す
し
、
現
場
の
ち
ょっ
と
し
た
和
み
に

も
な
っ
て
い
ま
す
」

小
樽
と
い
う
地
域
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
伸
ば
せ
る

交
通
イ
ン
フ
ラ
を
目
指
す

　

天
神
工
区
の
本
坑
入
口
か
ら
振
り
返

る
と
、
新
小
樽
駅
（
仮
称
）
予
定
地
の

向
こ
う
に
、
後
志
自
動
車
道
の
高
架
と

毛
無
山
の
尾
根
が
見
え
る
。

薬品等を使用して水の pH値な
どを処理・浄化する濁水処理
施設

濁水処理施設の横に
設置された処理水の
池。数匹の鯉が泳ぐ
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地層が露出している朝里トンネルの切羽。等間隔で鋼製支保工が建て込まれており、赤く塗られたロックボルトも見える

  

「
新
幹
線
は
、
新
駅
を
発
車
し
ま
す
と
、

朝
里
ト
ン
ネ
ル
に
入
り
ま
す
。
あ
ち
ら
の

山
が
く
ぼ
ん
で
い
る
辺
り
が
朝
里
ト
ン
ネ

ル
の
入
口
で
す
」

　

朝
里
ト
ン
ネ
ル
は
全
長
４
３
２
５ｍ
の

ト
ン
ネ
ル
で
、
ほ
ぼ
半
分
の
２
１
３
９ｍ
ま

で
掘
削
が
完
了
し
た
。
朝
里
ト
ン
ネ
ル
は

小樽鉄道建設所北海道新幹線建設局

切羽後方では発破によって崩したズリを搬出するパワーショベル（左）と、鋼製支保工建て込み機（右）が控えている（朝里工区）

全
体
の
施
工
を
小
樽
鉄
道
建
設
所
が
担

当
し
て
い
る
が
、
本
坑
へ
は
小
さ
な
尾
根

を
越
え
た
作
業
ヤ
ー
ド
か
ら
斜
坑
を
通
じ

て
入
る
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
特
徴
は
湧
水

が
多
い
こ
と
だ
。
後
志
ト
ン
ネ
ル
塩
谷
工

区
が
毎
分
２・５
ｔ
程
度
の
と
こ
ろ
、
朝

里
ト
ン
ネ
ル
は
最
大
毎
分
13
ｔ
の
水
が
出

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
か

ら
地
上
ま
で
の
距
離
を
表
す
土
被
り
は

２
３
０
ｍ
ほ
ど
あ
る
も
の
の
、
周
辺
の
井

戸
な
ど
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
影
響
を
監

視
し
な
が
ら
掘
削
を
進
め
て
い
る
。

　

切
羽
の
手
前
で
は
、
イ
ン
バ
ー
ト
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
打
設
と
防
水
シ
ー
ト
の
張
り

込
み
、
お
よ
び
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打

設
が
行
わ
れ
て
い
た
。
イ
ン
バ
ー
ト
コ
ン

ク
リ
ー
ト
と
は
、
ト
ン
ネ
ル
の
底
面
に
打

設
さ
れ
る
逆
ア
ー
チ
状
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
で
、
ト
ン
ネ
ル
の
安
定
性
を
強
化

し
、
変
形
や
沈
下
を
防
止
す
る
。
ま
ず

底
面
を
掘
り
下
げ
、
大
型
台
車
の
よ
う

な
自
走
式
の
作
業
ス
テ
ー
ジ
の
上
か
ら
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込
む
。

　

イ
ン
バ
ー
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
す

る
と
、
続
い
て
ト
ン
ネ
ル
内
へ
の
漏
水
を

防
ぐ
た
め
の
防
水
シ
ー
ト
を
張
り
込
む
。

そ
の
後
内
壁
に
沿
っ
た
形
を
し
た
ス
ラ
イ

ド
セ
ン
ト
ル
と
い
う
装
置
を
導
入
し
て
、

防
水
シ
ー
ト
と
ス
ラ
イ
ド
セ
ン
ト
ル
の
間

に
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
し
て
い
く
。
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トンネル内部では、アーチ状のトンネル断面を支えるために床面へ逆アーチ状の形
をしたインバートコンクリートを打設する（石倉工区）

一見小さく見える札樽トンネル石倉工区の本坑。周辺に民家がある
ので、坑外の施設は防音ピット（左）に覆われている

本線は後志自動車道の下をくぐる。作業路にはほぼすべて防音パネ
ルが並べられている（石倉工区）

札樽トンネルの坑口の手前には川があり仮桟橋を設けて施工してい
る。民家も近いため防音等には細心の注意が払われている（石倉工区）

　

最
後
に
、
札
樽
ト
ン
ネ
ル
石
倉
工
区
を

訪
れ
た
。
札
樽
ト
ン
ネ
ル
は
全
長
２
万

６
２
３
０
ｍ
、
最
大
土
被
り
約
５
５
０

ｍ
の
長
大
ト
ン
ネ
ル
で
、
石
倉
工
区
は
そ

の
う
ち
起
点
方
の
約
４
５
０
０
ｍ
を
掘

削
す
る
。
重
機
を
使
っ
て
土
を
掘
り
進

む
機
械
掘
削
に
よ
っ
て
令
和
２
年
11
月

よ
り
掘
削
を
開
始
し
、
９
月
の
時
点
で

は
７
０
２
ｍ
ま
で
掘
削
が
完
了
。
現
在
は

発
生
土
を
運
ぶ
た
め
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア

の
設
置
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

　

札
樽
ト
ン
ネ
ル
の
坑
口
に
立
つ
と
、
新

幹
線
の
複
線
ト
ン
ネ
ル
に
し
て
は
や
け
に

坑
口
が
小
さ
い
気
が
し
た
。

　

決
め
ら
れ
た
線
路
の
上
を
専
用
の
車
両

が
走
る
鉄
道
は
、
ト
ン
ネ
ル
断
面
も
最
小

限
で
済
む
。
そ
の
意
味
で
も
、
鉄
道
は
環

境
に
優
れ
た
交
通
機
関
だ
。

　

北
海
道
新
幹
線
の
開
業
予
定
の
２
０

３
０
年
度
末
ま
で
10
年
を
切
っ
た
。

  

「
鉄
道
は
、
人
の
交
流
を
促
し
地
域
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
伸
ば
し
て
い
け
る
公
共

交
通
機
関
で
す
。
北
海
道
の
歴
史
と
文

化
が
詰
ま
っ
た
小
樽
に
、
１
日
も
早
く
新

幹
線
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
安
全
を
心

が
け
て
建
設
に
あ
た
り
ま
す
」

　

旅
が
好
き
で
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は
全
国

を
旅
し
た
と
い
う
羽
生
田
所
長
が
言
っ

た
。
小
樽
が
、
本
州
か
ら
新
幹
線
で
気

軽
に
訪
ね
ら
れ
る
港
町
に
変
わ
る
日
は
、

決
し
て
遠
く
な
い
。
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故郷の魅力を再発見
ドラマチックな風景が美しい小樽を伝える

一般社団法人 小樽観光協会　
事業推進マネージャー

永岡 朋子さん

穴滝
新小樽駅（仮称）予定地から勝納川の支流をさ
かのぼった先にある、知る人ぞ知る秘境の滝。
洞窟の前に落ちる滝で、洞窟内から滝の裏側を
見られる。長靴と熊避け鈴を持って行こう。
アクセス：小樽駅から車で 15分、奥沢水源地か
ら徒歩 1時間 20分、散策自由（冬季は積雪あり）

問い合わせ：☎ 0134-33-2510 
（一般社団法人小樽観光協会）

北運河
1923（大正 12）年に完成した小樽運河。竜宮通
りから北は、埋め立てられることなく昔ながらの
幅 40ｍのまま残され、小樽が北海道の中心とし
て栄えていた時代の面影を残す。
アクセス：小樽駅から徒歩 15分（竜宮通り）、散
策自由

Interview

　「小樽は、朝昼晩、春夏秋冬それぞれに、いろい
ろな表情を見せてくれる街なんです」
　そう語るのは、小樽観光協会で事業推進マネー
ジャーを務める永岡朋子さんだ。余市生まれの小
樽育ち。道内のホテル・リゾート勤務を経て、平成
19年に故郷の小樽に戻ってきた。
　「小樽には、石造りの倉庫や洋風建築など明治・
大正期に建てられた建物が残されています。夕暮れ
時の小樽運河では、明治から現代までの建物が夕空
に浮かび上がり、まるで時空を超えたようなドラマ
チックな風景を見せてくれるのです」
　昔は当たり前だと思っていたことも、外の世界を
知ることで、実は当たり前ではなかったことに気付
いた。
　「海外の方に言われました。小樽では、特に高級
な店でなくても、普通に美味しい海産物が食べられ
ます。でも、それはとても幸せなことなんだって」
　そんな小樽の魅力を伝えるために、今はウェブや
SNSをはじめとする情報発信、PRイベントの実施
など幅広い仕事をしている。永岡さんが魅力を感じ
る小樽の見どころはどんなところだろう。
　「運河が有名ですが、“北運河”と呼ばれる地域は
訪れてほしいですね」
　役目を終えた小樽運河は、埋め立てて道路になる
ことが決まったが、保存を求める市民運動が約10

小樽天狗山
標高 532ｍ、小樽のシンボル的な
天狗山。市街からバスで簡単にアク
セスでき、 ロープウエイで山頂へ向
かうとテラスからの絶景が広がって
いる。夜景は北海道三大夜景の1つ
と言われ、宝石を散りばめたように
美しい。気温差の大きい朝などには
雲海を見られることも。
〈小樽天狗山ロープウエイ〉 
アクセス：小樽駅前から天狗山ロー
プウエイ行きのバス（約17分）で
終点下車。
ロープウエイ料金：往復大人1,400
円、 小人（小学生以下）700円
運行時間：通常 9時 00 分～ 21時
00分 （春と秋に整備運休あり）
問い合わせ：☎0134-33-7381

小樽鉄道建設所北海道新幹線建設局

年続き、昭和61年に折衷案により半分が道路、半
分が運河として残された。一方で北運河は、埋め立
て前の小樽運河の姿を残す、貴重な場所だという。
　「小林多喜二の小説の舞台にもなった北海製罐第
三倉庫の解体が検討されたのですが、保存を望む市
民の声も多く、解体は回避される見通しとなりまし
た。小樽の原風景を残そうという機運が高まってい
るのです」
　歴史と文化を大切にする空気がある小樽の街に、
数年後には北海道新幹線がやって来る。
　「新幹線が開通すれば便利になりますが、素通り
できてしまいます。小樽には歴史やグルメはもちろ
ん、天狗山や穴滝など自然の楽しみもたくさんあり
ます。さまざまな魅力をしっかり発信して、観光だ
けでなく教育旅行でも選ばれる街になれるよう努力
したいです」
　そう語る永岡さんは、これまで新幹線に乗る機会
はさほど多くなかった。
　「コロナ禍前に、出張で東北新幹線に乗ったので
すが、車内でゆっくりお弁当を食べようとしたら、
あっという間に目的地に着いてしまいました。本当
に速くて便利な乗りものだなと驚いたものです」
　新幹線で「あっという間」に小樽に着くようにな
るのももうすぐだ。それまでに、小樽を一層魅力的
な街にするのが、永岡さんの今の目標だ。

手宮線跡地
北海道初の鉄道「官営幌内鉄道」は、明治 13年に
開通した。その後、手宮・小樽（現・南小樽）路線
は旧国鉄手宮線となったが、昭和 60年に廃止となっ
た。線路の横が 1,600 ｍの散策路となっている。
アクセス：小樽駅から徒歩約 5分。散策自由（冬季
は通行不可）


